




仲間全員を巻き込んだ恥辱のショー。

奏の心に残るのは、守りたかったはずの仲間の前で、無様に快楽を晒してしま

った絶望だった――。

磔にされたグリーンは、顔を覆うことすら許されず、滴る液を受け止めるしか

なかった。

「や、やめて……見ないでぇっ……！」

奏は涙を浮かべ、両手で顔を隠すように震えた。

そんな彼女の耳元に、サキュバスの艶めいた声が絡みつく。

「仲間の奏に……オシッコなんてぶっかけられちゃって……惨めねぇ～❤」

その言葉に、グリーンは猿轡で歯を食いしばる事すら出来ず、奏は羞恥に心臓

を締め上げられるような錯覚に陥った。

サキュバスは、グリーンの頬を舌で嘲弄するように舐めながら、奏へ問いかけ

る。

「ねぇ、奏ちゃん。こんな惨めな男に対して……女は、どうすればいいと思う？」

「……っ……」

奏の唇が震える。だが、答えは声にならなかった。



「答えられないのねぇ……可愛い❤ でもね、教えてあげる……こういう時、女

はね――」

その先端が淫らに震える尻尾を、グリーンの下半身へと這わせながら、観客へ

見せつけるように宣言した。

「男の肉棒を、慰めてあげるのよぉ❤」

サキュバスの艶めいた囁きがリングに響いた瞬間、観客席からは歓喜の声が爆

発した。

「やれぇ！」「仲間のチ○ポ舐めてやれぇ！」「戦隊ヒロイン様が、ご奉仕だぁ！」

奏はかぶりを振り、涙を浮かべて必死に拒んだ。

「ち、違う……っ！ 私はそんなこと……っ、できない……っ！」

だが、サキュバスは、血と欲望に濡れた尻尾をするりと奏の腰に巻きつけ、そ

のまま強引に引き寄せた。

「可愛い抵抗……奏ちゃん❤」

サキュバスは耳元に唇を寄せ、あざけるように、けれど優しく包み込むような

声で囁いた。



「観客も、仲間も……もう“その姿”しか求めていないのよ❤ でもね……アタ

シは、そんな無理矢理に男の肉棒を舐めようとする奏ちゃんなんて、見たくない

の……」

その言葉は、まるで母が子を慰めるような柔らかさだった。だが、奏の理性は、

その奥に潜む甘い罠を察して震えた。

「そ……そんな……っ、私は……っ……」

奏は涙を溜めながらかぶりを振ったが、サキュバスは――。さらに身体を寄せ、

吐息を吹きかけながら言葉を続けた。

「だからね……まずは“男が気持ちよくなるところ”を、アタシが奏ちゃんに教

えてあげる❤ 奏ちゃんの身体で……ね❤」

シュルッ…❤

艶めかしい声と共に、サキュバスの尻尾がするりと動いた――。

蛇のようにしなやかに奏の背後を這い、お尻の割れ目へと入り込んでいく。

「ひぁっ……！ な、なにを……っ……！」

すりゅ……❤ ぬりゅっ……❤ すりゅ……❤ ぬりゅっ……❤

柔らかな尾の先端が、割れ目の谷間をゆっくりと上下に撫で回す――。



「……んぐぅ…！！」

汗に濡れた肌を這うその感触は、冷たさと熱を同時に思わせ、奏の背筋にぞわ

りと悪寒と痺れを走らせた。

「い、いやぁっ……っ！ そこは……だめぇっ……！」

すりゅ……❤ ぬりゅっ……❤ すりゅ……❤ ぬりゅっ……❤

観客のざわめきが熱を増していく。

「見ろよ！」「ケツの穴いじられてるぞ！」「戦隊ヒロインが犯されてくぅ！」

羞恥と屈辱に打ち震える奏の声が、その歓声の中に掻き消された。

つぷっ……❤ くりゅ……❤ ちゅぷ……❤ ちゅりゅっ……❤

しかし、尻尾の先端がさらに奥、蕾のように閉じた穴をくすぐるように押し当

てられた瞬間――。

「ひぐぅっ……！！ あっ……だ、だめぇ……っ❤」

これまで寸止めで責められ続けた快感が、羞恥と混じり合って体の奥で火花を

散らした。

サキュバスは、奏の耳朶を甘く噛みながら囁いた――。



「そう……❤ アタシが教えてあげる……男がどんな風に感じるのか……。その

身体で、ちゃんと学びなさいね……❤」

きゅぷっ……❤ ずにゅるっ……❤ じゅぷっ……❤ ずぶっ……❤

尻尾の柔らかな先端が、奏の尻の割れ目をなぞり、じわじわと肛門の柔肉へ沈

み込んでいく。

「ひぁっ……！ そ、そこは……っ……はぁあんっ……っ❤」

ぬちゅ……❤ じゅぷっ……❤ くちゅりゅ……❤ ずぶっ……❤

奏は必死に腰を逃がそうとするが、妖艶な霧で開花させられた身体は、もはや

通常の理性では抗えなかった。

むしろ、アナルに与えられる異質な快感が、背徳の震えとなって全身を痺れさ

せていく。

【体験版おわり】


